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レジリエンス研究教育推進コンソーシアム第 4 回運営委員会議事要旨 

 

1 日時 平成 30 年 12 月 14 日(金)12 時 00 分～13 時 30 分 
2 場所 嘉ノ雅茗渓館 4 階「筑波」 
3 出席者 林（会長）、甘利（副会長）、清水（副会長）、長瀬、永井、中島、 

    玄地（緒方委員の代理）、遠藤 
  陪席者 平岡（セコム）、見目（DRI ジャパン）、前山（防災科学技術研究所）、 

糸井川（筑波大学）、石濱（〃）、古谷（〃）、大塚（〃）、松原（〃） 
（敬称略） 

４ 議事 
【審議】 
(1) 第 3 回運営委員会議事要旨（案）について（資料 2） 

林会長より、資料 2 に基づき説明があり、承認された。 
(2) 印章管理規則への追記について（案）（資料 3） 

林会長より、資料 3 に基づき、印章管理規則に会長の英文サイン印章に係る文
言等を追記する案について説明があり、承認された。 

(3) その他 
なし 
 

【報告】 
(1) 第 5 回幹事会（H30.12.14）について 

遠藤委員より、第 5 回幹事会について報告があった。 
(2) 台湾 NCDR における運営委員会開催について（資料 4） 

遠藤委員より、資料 4 に基づき、台湾 NCDR で開催する運営委員会の出欠状況
について報告があった。 

(3) シンポジウムの事前登録状況・参画機関参加状況について（資料 5） 
遠藤委員より、資料 5 に基づき、シンポジウムの事前登録状況、パネルディス

カッション登壇者、総合ブース出展機関について報告があった。 
(4) パネルディスカッション進行について（資料 6） 

遠藤委員より、資料 6 に基づき、パネルディスカッションのテーマ及び進行に
ついて報告があった。 

(5) その他 
 松原 PM より、英語版ウェブサイトの公開について報告があった。 
 松原 PM より、近日中に、事務局から非常勤講師候補者に、履歴書等の提供
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を求める連絡をする旨の説明があった。 
 松原 PM より、近日中に、事務局から各参画機関に、インターンシップの概

要について伺う連絡をする旨の説明があった。 
 2019 年度の活動計画について次のような意見・提案があり、今後検討するこ

ととなった。 
 ウェブサイトを、社会的に注目を集めるという観点からアピールする事柄を

前面に出すなど継続的にリバイスする。 
 筑波大学の学部教養教育（「総合科目」）に科目を提供する。 
 リスク・レジリエンス分野において、経営、実学といった観点を盛り込ん

だ教育により俯瞰力を高める。 
 運営委員会は、引き続き、各参画機関において持ち回りで開催する。 

以 上 


